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 要　　旨
　近年，マイクロプロセッサの処理性能は向上してきたが，プロセッサの消費する電力は増大し
ていることが深刻な問題になっている．そのため処理性能だけでなく消費電力も考慮したプロセ
ッサの設計が求められている．
　また，プロセッサと主記憶間の性能のギャップをなくすために設けられているキャッシュメモ
リが，大容量化しており，プロセッサの消費電力のうちキャッシュメモリが占める割合は 50%以
上になっている．このため，キャッシュメモリの消費する電力を削減することがプロセッサ全体
の消費電力を削減するために重要となっている．
　キャッシュメモリを省電力化するために，L1キャッシュメモリを性能指向の高速な領域と省
電力指向の低速な領域で構成し，『データの重要度』に応じて高速な領域と低速な領域へ適切にデ
ータを配置して，『命令の重要度』に応じてアクセスすべき領域を選択することで処理性能を低下
させずに，消費電力を削減する手法が提案されている．
データの重要度，命令の重要度を決定する方法としては，クリティカルパス情報に基づく方法
が考案されていが，クリティカルパス情報では，重要度を 2段階にしかできない欠点がある．
一方，命令スケジューリングの分野において命令の重要度を与える指標として，命令のスラッ
クを用いる手法が提案されている．命令のスラック値によりクリティカルパスよりも詳細な重要
度付けが可能となっている．
　そこで本研究では，キャッシュメモリ中のデータの重要度，及び命令の重要度の決定方法とし
て，命令のスラックを用いることを提案する．そして，プロセッサシミュレータに提案手法を実
装して評価を行った．
データの重要度の決定方法の違いによる評価では命令のスラックを用いた場合に，クリティカ
ルパス情報を用いた場合より，消費電力削減の効果が高くなり，提案手法の有効性を示した．
　一方，命令の重要度の決定に命令のスラックを用いた場合の評価では，提案手法の有効性を示
すことはできなかった．この原因としてローカルスラックを利用することによる問題点とデータ
の重要度識別方法の問題点が考えられ，解決すべき課題となった．
